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市内小中学校再編整備のアンケート調査結果について(概要版) 

 

１ 目的  

 教育委員会では、児童生徒数の減少や学校施設の老朽化が進む現状に対して、

将来に向けて持続可能な教育環境を構築するため、学校再編整備を検討してお

ります。そこで、小中学校の保護者や地域の皆さまの実情を把握し、今後の学校

再編整備を円滑に進めることを目的としてアンケート調査を実施しました。 

 

２ 対象者 

⑴市内小中学校の保護者（大田原中学校区・若草中学校区を除く６中学校区） 

⑵自治会長（全地区） 

⑶市内保育施設（幼稚園、保育園、認定こども園）の保護者 

 

３ 調査期間 令和７年１０月６日（月）から令和７年１０月２４日（金）まで 

 

４ 調査方法 インターネット回答 

⑴市内小中学校保護者・・学校を通じて、ＱＲコードを印字した依頼文を配付 

⑵自治会長・・ＱＲコードを印字した依頼文を郵送配付 

⑶市内保育施設・・保育施設を通じて、ＱＲコードを印字した依頼文を配付 

 

５ 回収率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 調査結果 

小中学校保護者への質問は、児童生徒数の現状と今後の推計を資料として添

付し、⑴小学校の統合について、⑵中学校の統合について、⑶統合となった場合

に配慮してほしい点の３点をお聞きしました。なお、統合のイメージが湧きやす

いように、関係の深い「中学校区」で市内の小中学校を区分し、それぞれの地域

内で小学校を統合した場合について質問しました。 

 

配付先 配付数 回答数 回収率 保護者が回答

親園中学校区 373 186 49.9% 親園中、親園小、宇田川小、佐久山小

金田北中学校区 484 280 57.9% 金田北中、市野沢小、羽田小

金田南中学校区 192 127 66.1% 金田南中、奥沢小、金丸小

野崎中学校区 458 233 50.9% 野崎中、薄葉小、石上小

湯津上中学校区 207 111 53.6% 湯津上中、湯津上小

黒羽中学校区 586 276 47.1% 黒羽中、川西小、黒羽小、両郷中央小、須賀川小

小計 2,300 1,213 52.7%

自治会長 165 122 73.9% 全地区の自治会長

未就学児童 1,630 634 38.9% 市内幼稚園、保育園等に通う児童保護者　

合計 4,095 1,969 48.1%
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⑴小学校の統合について（市内小中学校保護者の回答） 

問 地域の小学校について、中学校区内の「小学校統合」を希望しますか？ 
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・「親園中学校区」の保護者への質問（親園小、宇田川小、佐久山小３校統合を希望

しますか？ 以下同様） 

・「金田北中学校区」の保護者への質問（市野沢小、羽田小の２校統合） 

・「金田南中学校区」の保護者への質問（奥沢小、金丸小の２校統合） 

・「野崎中学校区」の保護者への質問（薄葉小、石上小の２校統合） 

・「湯津上中学校区」の保護者への質問（湯津上小と他地区の小学校との統合） 

・「黒羽中学校区の」保護者への質問（川西小、黒羽小、両郷中央小、須賀川小の４

校統合） 

 

 小学校の統合について、市内小中学校保護者全体の回答は、「中学校区内の小

学校の統合を希望する」の割合が３７．５％、「段階的又は他地区の小学校との

統合を希望する」が６.０％となり、合わせて４３．５％の方が統合を希望する

結果となりました。一方で「統合は必要ない（現状維持）」の割合が２１．８％、

「わからない」が３４．７％という結果になりました。 

 

 

⑴地域の小学校の統合を希望しますか？（市内小中学校保護者回答） 

 

中学校区内の小学校統合を希望する・・・・・３７．５％ 

段階的、又は他地区の小学校との統合を希望・・６．０％ 

４３．５％ 

統合は必要ない （現状維持を望む）・・・・・２１．８％ 

わからない・・・・・・・・・・・・・・・・３４．７％ 

 

 

地域別に見ますと、「中学校区内の小学校統合を希望する」割合が高かったの

が、須賀川小（64.3％）・羽田小（62.1％）・奥沢小（54.9％）学区に居住の保護

者であり、複式学級化などの小規模校の現状を心配していることが主な理由で

した。一方で、児童数が比較的安定している石上小学校区(54.3％)、既に３校の

小学校の統合が実施された湯津上小学校区（52.3％）にお住まいの保護者につい

ては、「統合は必要ない」の割合が高い結果となりました。 

また、「統合は必要ない」と回答した方の理由を確認しますと、小規模校です

が、きめ細かい指導が受けられるため満足している。（環境の変化を望まない）、

という意見が多くみられました。一方で、小規模校は男女比のかたよりや集団活

動・集団行事に制約が出てしまうことから、学校統合を進めてほしいという意見

もありました。そのほか多くの意見をいただきましたので、地域の皆様には丁寧

な説明や協議の場を今後設けてまいりたいと考えております。 

なお、その際は、これまでに学校統合を経験された保護者や児童生徒の感想を

調査し、あわせて皆様に提供できればと考えております。  
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⑵「中学校の統合について」（市内小中学校保護者の回答） 

 問 中学校について他地区の中学校との統合を希望しますか？ 
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 中学校の統合について、市内小中学校保護者全体の回答は、「中学校の統合を

希望する」の割合が１５．２％、「統合は必要ない（現状維持を望む）」の割合が

３７．０％、わからないが４７．９％という結果になりました。 

 

 

⑵地域の中学校の統合を希望しますか？（市内小中学校保護者） 

 

統合を希望する・・・・・・・ ・・・１５．２％ 

  統合は必要ない（現状維持を望む）・・３７．０％ 

  わからない ・・・・・・・・・・・・４７．９％ 

 

※小数点第 2 位四捨五入により合計で 100%となりません。（他同様） 

 

 

 中学校の統合については、「統合は必要ない（現状維持を望む）」が多い結果と

なりました。これは、現在の中学校数がおおむね適正であるという考えが多いこ

とや、中学校区ごとに実施している小中一貫教育(学校運営協議会制度)によっ

て、地域と学校が一体で運営できていることが主な要因と考えております。 

一方で、小規模化が進む地域（金田南中学区、湯津上中学区）では、統合を望

む声が多くありました。そのほか部活動に関する意見などをいただきましたの

で、これらも、小学校統合と同様に地域への説明や協議の場を設けてまいりたい

と考えております。 
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⑶再編整備の際に配慮を望む点について（市内小中学校保護者全体の回答） 

問 学校統合の際に「配慮してほしい」(心配する)ことは何ですか？ 

  （複数回答 可） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 通学手段（スクールバスの手配）
2 教員の配置(統合前の教員の継続配置)
3 学校の施設整備(教育環境の充実)
4 一定の規模（児童生徒数及び学級数）の確保
5 学校の跡地利活用
6 地域や自治会を分断しない
7 体操服などの統一学用品の取り扱い
8 同じ児童生徒が学校再編整備を繰り返さない
9 特になし

110 3.9%

合計 2,799 100%

340 12.1%

198 7.1%

64 2.3%

414 14.8%

266 9.5%

138 4.9%

回答数 割合

874 31.2%

395 14.1%

通学手段（スクールバスの手配） 

教員の配置（統合前の教員の継続） 

学校の施設整備（教育環境の充実） 

体操服などの統一学用品の取り扱い 
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・市内小中学校保護者の回答結果から 

小中学校の統合について「わからない」という回答が多数ありました。「わか

らない」を選択した方は、問⑶の結果のとおり、「遠距離通学」や「学校の施設

整備」、「教員の継続配置」、「学用品の負担増」など、学校再編整備に対して複数

の心配点を持っているようで、できる限り心配点に配慮することで理解度が高

まるものと推測ができました。特に通学の安全確保、遠距離通学となった場合の

通学手段（スクールバスの手配）を心配している方が非常に多いことがわかりま

した。そのほか多くの心配事などを、今後の説明会等で協議できればと考えてお

ります。 

また、地域により回答結果に差がありますので、それぞれの実情をアンケート

から読み取りまして、できる限り地域に即した説明や協議を進めてまいりたい

と考えております。 

 

 

７ 自治会長及び未就学児童保護者の調査結果 

小中学校の保護者に加えまして、「自治会長」及び「未就学児童保護者」への

アンケートを実施しました。質問は、小中学校保護者と同様に児童生徒数の現状

と将来推計を資料添付し、「学校再編整備を進めていくべきか」を主にお聞きし

ました。 

 

学校再編整備を進めていくべきか （自治会長の回答） 

問 市内小中学校について今後どのようにするべきでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1

2 再編整備は必要ない（現状のままで良い）

3 わからない

合  計 122 100%

12 9.8%

9 7.4%

自治会長の回答 回答数 割合

学校再編整備を進めたほうが良い 101 82.8%
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自治会長は、「学校再編整備を進めたほうが良い」が回答者の８割を超える結

果(８２．８%)となりました。これは、児童生徒数の減少から必要であるという

理由でした。一方で、地域に学校を残してほしいという思いから、「現状のまま

でよい」の回答(９．８%)がありました。学校は教育施設だけでなく、地域の防

災や交流を担う拠点施設でありますので、今回のご意見をもとに地域の皆様と

問題意識を共有できればと考えております。また、「学校跡地の利活用」につい

て多くのご意見をいただきましたので参考とさせていただきます。 

未就学児童保護者は、回答者の４７．０％の方が「学校再編整備を進めたほう

が良い（入学前には教育環境を整えてほしい）という結果でした。また、実際に

入学してみないと「わからない」の回答が３７．４％となり、その背景には、ス

クールバスの手配や施設の充実、経済負担の増加について配慮を望む声がうか

がえました。 

なお、自治会長及び未就学児童保護者の方には、市内小中学校の「児童生徒数

の現状と将来推計」をお知らせすることで児童生徒数の減少に対する反響が多

数ありました。今回のアンケートによって学校再編整備に対して意識づけがで

きたものと考えております。 

 

 

1

2 再編整備は必要ない（現状のままで良い）

3 わからない

合  計 634 100%

未就学児童保護者の回答 回答数 割合

学校再編整備を進めたほうが良い 298 47.0%

99 15.6%

237 37.4%
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※その他、自由記載（抜粋） 

 

統合を進めてほしい 

・人数が少なく男女比のかたよりが生じているため。 

・集団行事や部活動を考えると、人数が多いほうが良い。 

・再編はするべきだが、統合を繰り返すことがないように検討してほしい。 

・小中９年間人間関係が変わらずに逃げ場がない。 

・もっと多くの人と関わってほしい。競争意識が低いと感じる。 

統合は必要ない 

・現在の環境に満足しており、人数が少ないからこその地域教育ができている。 

・全校生は少ないが、全学年で仲良くのびのびとしている。 

・行政の都合、財政面だけの統合には反対です。地域の未来を見据えて今の形を

守ることも大切です。 

・小規模校がなくなれば、地域がますます衰退化してしまうのではないか。 

・○○地域、○○学校は歴史と伝統があるので無くさないでほしい。 

その他 

・通学路の安全確保、スクールバスの手配をお願いしたい。 

・統一学用品の取り扱い、送り迎えなど保護者の負担軽減を考えてほしい。 

・教員の継続配置、統合となった児童生徒のケアを考えてほしい。 

・行きたい学校を自由に選択できるようにしてほしい。 

・学童保育について、廃校の利活用について、子どもたちを第一に考えてほしい。 

 など  

 

今回のアンケートでは、多くの市民の皆様にご意見をいただきましたことを

御礼申し上げます。 

文部科学省が示す学校の「適正規模」からみると、本市は児童生徒数に対し

て学校数が「多い」と考えられます。また、学校施設は人口が急増した昭和４

０年～５０年代に整備されたものが多いため、今後の長寿命化工事や空調設置

などに多くの財源が必要になります。児童生徒のために健全な教育環境を整え

るためには、学校再編整備にあわせて老朽化した施設を効率的にまとめていく

ことが喫緊の課題であります。 

一方で、環境変化を望まない声や、学校は地域に根付いた拠点施設であるた

め、人数規模や財政面だけで単純にまとめられないなどの意見がみられまし

た。アンケートを通して、地域の実情などを知ることができましたので、お互

いに問題意識を共有し、何よりも学校は子どもたちのための施設であるという

ことを前提に、子どもたちの将来に何を残していくのかを地域の皆様と考えて

まいります。 
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参考 アンケートに添付した「現在の児童生徒数の現状及び５年推計」 

 

 

市内の児童生徒数は減少しています。 

令和７年度現在の市内児童生徒数は、４，７８３人です。５年後の令和１２

年度推計は、３，９６１人となり、５年間で８２２人減少となる見込みです。 

 

 

 

 

 

 

（単位：人） 実績← →推計

学　校　名 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２ ５年後の増減数

大田原小学校 696 699 660 650 612 557 -139 

西原小学校 529 511 486 463 439 443 -86 

紫塚小学校 399 412 398 394 379 369 -30 

親園小学校 118 118 110 112 119 108 -10 

宇田川小学校 43 38 35 30 30 30 -13 

佐久山小学校 68 59 49 41 40 33 -35 

市野沢小学校 274 270 263 241 227 214 -60 

羽田小学校 28 28 29 26 31 35 7

奥沢小学校 47 54 51 47 49 38 -9 

金丸小学校 76 72 70 63 60 50 -26 

薄葉小学校 221 204 183 174 161 149 -72 

石上小学校 101 100 99 100 112 108 7

湯津上小学校 128 113 109 101 95 88 -40 

川西小学校 162 135 123 111 93 82 -80 

黒羽小学校 141 133 128 118 104 90 -51 

須賀川小学校 24 19 17 16 11 10 -14 

両郷中央小学校 54 53 44 38 37 32 -22 

大田原中学校 510 489 504 475 489 464 -46 

若草中学校 327 339 355 347 348 351 24

親園中学校 144 138 138 135 113 103 -41 

金田北中学校 182 163 161 166 171 160 -22 

金田南中学校 69 58 53 57 58 68 -1 

野崎中学校 136 163 176 178 158 145 9

湯津上中学校 79 82 68 70 66 65 -14 

黒羽中学校 205 201 210 202 184 169 -36 

市内小学校児童数 3,124 3,018 2,854 2,725 2,599 2,436 -688 

市内中学校生徒数 1,659 1,633 1,665 1,630 1,587 1,525 -134 

合計 4,783 4,651 4,519 4,355 4,186 3,961 -822 

小
学
校

中
学
校

計

市内小中学校の児童生徒数の推計（住民台帳より）
（令和7年5月1日現在の実績及び住民登録からの推計)


